研究完了報告のお願い
公益財団法人渡邊財団

助成金を受けて研究を実施する研究者（共同研究の場合は代表研究者）は、完了報告として下記一式を提出してください。
提出期限は4月30日です。
□研究成果報告書データ(和文)
□研究成果報告書データ(英文)
□助成金使用報告書データ
□領収書原本または資金管理表(予算差引簿など)　
　※原本の場合は郵送、PDFの場合はメール添付でご提出ください。

研究成果報告書（和文･英文）
	1.研究報告書は当財団の書式に沿って、和文と英文で作成し、報告書データをメールにてご提出下さい。指定書式（和文、英文）は当財団ホームページよりダウンロードできます。
	提出して頂いた報告書は、原則として当財団での校正を行わず、そのままPDFデータを印刷致します。
	2.提出された報告書は、本財団の会報紙「健康と科学」及びWebサイトに掲載します。
3.研究成果は、研究助成期間終了後できるだけ早い機会に、学会、学会誌等への発表により公開されることを期待します。その場合、当財団の助成を受けた旨を記載のうえ、別刷り等を当財団へご送付下さい。

助成金の使途及びその内容（和文のみ）
1.会計報告は領収証添付が原則ですが、所属団体の資金管理部門にて使用及び出金が管理されている場合は、管理部門作成の資金管理表（公印要）を領収証に替えて、助成金使用報告書とともに提出してください。
2.助成対象研究課題に必要な旅費、会議費、消耗品費、通信費等を含むものとします。但し、医療用・研究機器等の備品購入は原則として認められません。
3.人件費について、研究協力者謝金のみを対象とし、給与的経費は認められません。
4.特許等知的財産権取得費は認められません。よって助成対象の研究を行った結果生じた特許権等が当財団に帰属することはありません。
